
３

裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
人
と
連
署
し
た
書
面
の
画
像
情
報
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

４

第
二
項
に
規
定
す
る
連
署
に
代
わ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
中
「
被
疑
者
」
と
あ
る
の
は
、「
被
告
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

（
主
任
弁
護
人
、
副
主
任
弁
護
人
の
権
限
・
法
第
三
十
四
条
）

（
主
任
弁
護
人
、
副
主
任
弁
護
人
の
権
限
・
法
第
三
十
四
条
）

第
二
十
五
条

主
任
弁
護
人
又
は
副
主
任
弁
護
人
は
、
弁
護
人
に
対
す
る
通
知
又
は
送
達
に
つ
い
て
他
の
弁
護
人

を
代
表
す
る
。

第
二
十
五
条

主
任
弁
護
人
又
は
副
主
任
弁
護
人
は
、
弁
護
人
に
対
す
る
通
知
又
は
書
類
の
送
達
に
つ
い
て
他
の

弁
護
人
を
代
表
す
る
。

２

主
任
弁
護
人
及
び
副
主
任
弁
護
人
以
外
の
弁
護
人
は
、
裁
判
長
又
は
裁
判
官
の
許
可
及
び
主
任
弁
護
人
又
は

副
主
任
弁
護
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
申
立
て
、
請
求
、
質
問
、
尋
問
又
は
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
法
第
四
十
条
第
二
項
又
は
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
請
求
、
法
第
四
十
六
条
の

規
定
に
よ
る
請
求
及
び
公
判
期
日
に
お
い
て
証
拠
調
べ
が
終
わ
つ
た
後
に
す
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

２

主
任
弁
護
人
及
び
副
主
任
弁
護
人
以
外
の
弁
護
人
は
、
裁
判
長
又
は
裁
判
官
の
許
可
及
び
主
任
弁
護
人
又
は

副
主
任
弁
護
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
申
立
、
請
求
、
質
問
、
尋
問
又
は
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但

し
、
証
拠
物
の
謄
写
の
許
可
の
請
求
、
裁
判
書
又
は
裁
判
を
記
載
し
た
調
書
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
の
請
求

及
び
公
判
期
日
に
お
い
て
証
拠
調
が
終
つ
た
後
に
す
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
国
選
弁
護
人
選
任
請
求
書
等
の
提
出
・
法
第
三
十
七
条
の
二
等
）

（
国
選
弁
護
人
選
任
請
求
書
等
の
提
出
・
法
第
三
十
七
条
の
二
等
）

第
二
十
八
条
の
三

刑
事
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
が
法
第
三
十
七
条
の
二
又
は

第
三
百
五
十
条
の
十
七
第
一
項
の
請
求
を
す
る
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
の
面
前
で
行
う
場
合
を
除
き
、
刑
事
施

設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は
そ
の
代
理
者
を
経
由
し
て
、
請
求
書

及
び
法
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
資
力
申
告
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請
求
書
等
」
と
い
う
。）を
裁

判
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
の
三

刑
事
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
が
法
第
三
十
七
条
の
二
又
は

第
三
百
五
十
条
の
十
七
第
一
項
の
請
求
を
す
る
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
の
面
前
で
行
う
場
合
を
除
き
、
刑
事
施

設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は
そ
の
代
理
者
を
経
由
し
て
、
請
求
書

及
び
法
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
資
力
申
告
書
を
裁
判
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は

そ
の
代
理
者
は
、
被
疑
者
か
ら
請
求
書
等
を
受
け
取
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
裁
判
官
に
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
百
五
十
条
の
十
七
第
一
項
の
請
求
を
す
る
場
合
を
除
き
、
勾
留
を
請
求
さ
れ

て
い
な
い
被
疑
者
か
ら
請
求
書
等
を
受
け
取
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
被
疑
者
が
勾
留
を
請
求
さ
れ
た
後
直
ち
に

こ
れ
を
裁
判
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は

そ
の
代
理
者
は
、
被
疑
者
か
ら
同
項
の
書
面
を
受
け
取
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
裁
判
官
に
送
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
百
五
十
条
の
十
七
第
一
項
の
請
求
を
す
る
場
合
を
除
き
、
勾
留
を
請
求
さ

れ
て
い
な
い
被
疑
者
か
ら
前
項
の
書
面
を
受
け
取
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
被
疑
者
が
勾
留
を
請
求
さ
れ
た
後
直

ち
に
こ
れ
を
裁
判
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は

そ
の
代
理
者
は
、
請
求
書
等
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
裁
判
官
に
送
付
し
、
又
は

請
求
書
等
の
送
付
に
代
え
て
請
求
書
等
の
画
像
情
報
を
裁
判
官
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置
業
務
管
理
者
若
し
く
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
又
は

そ
の
代
理
者
は
、
第
一
項
の
書
面
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
裁
判
官
に
送
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
に
、
請
求
書
等
の
提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
に
、
第
一
項
の
書
面
の
提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な

す
。

５

裁
判
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置

業
務
管
理
者
又
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
に
対
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
た

送
信
又
は
画
像
情
報
の
送
付
に
使
用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

裁
判
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
刑
事
施
設
の
長
、
留
置

業
務
管
理
者
又
は
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
に
対
し
、
送
信
に
使
用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
弁
護
人
の
書
類
の
閲
覧
等
・
法
第
四
十
条
）

（
弁
護
人
の
書
類
の
閲
覧
等
・
法
第
四
十
条
）

第
三
十
一
条

弁
護
人
は
、
裁
判
長
の
許
可
を
受
け
て
、自
己
の
使
用
人
そ
の
他
の
者
に
訴
訟
に
関
す
る
書
類（
電

磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
証
拠
物
（
電
磁
的
記
録
で
あ
る
も
の
を
含
む
。第
百
三
十
四
条
第
一
項
、

第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
五
条
、
第
二
百
三
条
の
二
、
第
二
百
七
条
の
三
、
第
二
百
八
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
百
九
十
三
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）を
閲
覧
さ
せ
、
又
は
謄
写
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
訴
訟
に
関
す
る
書
類
又
は
証
拠
物
の
全
部
又
は
一
部
が
電
磁
的
記
録
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
磁

的
記
録
の
閲
覧
は
、
そ
の
内
容
を
表
示
し
た
も
の
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
内
容
を
再
生
し
た
も
の
を
視
聴
す
る

方
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
謄
写
は
、
こ
れ
を
複
写
し
、
若
し
く
は
印
刷
し
、
又
は
そ
の
内

容
を
表
示
し
若
し
く
は
再
生
し
た
も
の
を
記
載
し
若
し
く
は
記
録
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
一
条

弁
護
人
は
、
裁
判
長
の
許
可
を
受
け
て
、
自
己
の
使
用
人
そ
の
他
の
者
に
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及

び
証
拠
物
を
閲
覧
又
は
謄
写
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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